

























































































































































































































































































































































■ おわりに ― 私にとって「日本語教育実践研究（9）」とは何だったか
　私は「実践研究（9）」を通して，「協働的コミュニティーとは何か」ということを
体験的に学ぶことができた。毎週水曜 18時からの実習生どうしの議論では，お互い
の「価値観」をとことんぶつけあい，その結果として，何でも言い合える時空間が出
現した。これまで私は，「協働的コミュニティー」を何となく仲が良くなることぐら
いに考えていた。しかし，「実践研究（9）」での議論を通して，それは必ずしも仲が
良くなることではなく，「何を言っても大丈夫」という信頼関係が醸成されることな
のだ，ということを実感した。
　本当にすばらしい時空間でした。なくなってしまうのが惜しいほどに。けれども，
永遠に続く時空間もまたあり得ないので，仕方がありません。誰一人いなくても，こ
のような時空間は出現しなかったと思います。私にこのような時空間を与えてくれた
全ての実習生の皆さん，そして細川先生に感謝します。本当にありがとう。
　そして，最後に私の思考を活性化させ，「私の価値観」の更新を促してくださった「対
話」相手の Sさんに心から感謝します。Sさんとの「対話」を経験したことで，また
一歩前へ進めたような気がします。
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